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町名の由来から

　

平
成
十
六
年
第
四
回
定
例
会
は
、
十
二
月
三
日

（
金
）
か
ら
二
十
二
日
（
水
）
ま
で
の
二
十
日
間

の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
平
成
十
五
年
度
芦
屋
市
各
会
計
決

算
に
つ
い
て
、
決
算
特
別
委
員
長
か
ら
審
査
結
果

の
報
告
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
や
一
・
一
七
あ
し
や
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
基
金
条
例

の
制
定
な
ど
十
議
案
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
の
う
ち
、
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改

正
は
、
水
道
料
金
を
平
均
一
九
・
五
㌫
引
き
上
げ

る
と
い
う
内
容
で
し
た
が
、
改
定
の
積
算
基
礎
と

な
る
資
料
の
数
値
に
誤
り
が
あ
っ
た
た
め
、
市
長

か
ら
議
案
の
撤
回
請
求
が
あ
り
、
十
三
日
（
月
）

の
本
会
議
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
・
一
七
あ
し
や
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
基
金

条
例
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
得
た
教
訓
を
次

世
代
に
伝
え
る
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
基

金
を
設
置
す
る
も
の
で
、
震
災
後
十
年
の
節
目
に

当
た
る
平
成
十
七
年
一
月
十
七
日
か
ら
施
行
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

地
区
集
会
所
の
設
置
・
管
理
条
例
の
一
部
改
正

及
び
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
は
、
そ
れ
ぞ
れ

集
会
所
及
び
海
浜
公
園
プ
ー
ル
の
管
理
の
代
行
を

指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
た
め
の
所
要
の
改
正
を

行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
う
ち
、
地
区
集
会

所
の
設
置
・
管
理
条
例
に
関
し
て
は
、
最
終
日
に
、

議
員
か
ら
集
会
所
の
開
所
時
間
の
延
長
を
内
容
と

す
る
修
正
動
議
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
が
、
採
決

の
結
果
、
修
正
部
分
は
否
決
し
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
市
長
提
出
議
案
は
、
い
ず
れ
も
承
認
、

同
意
あ
る
い
は
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
三
件
の
意
見
書
案
の
提
出
が
あ

り
、「
平
成
十
七
年
度
地
方
交
付
税
所
要
総
額
確
保

に
関
す
る
意
見
書
」
な
ど
二
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

打出小槌町の町並み打出小槌町の町並み

打出一番通の碑打出一番通の碑

【　

月
】

１０

　

日
▼
決
算
特
別
委
員
会

１２
　

日
▼
決
算
特
別
委
員
会

１３
　

日
▼
決
算
特
別
委
員
会

１４
　

〜　

日

１８

１９

　
　

▼
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察

　
　
（
山
形
県
東
根
市
・
寒
河
江
市
）

　

日
▼
議
会
報
編
集
委
員
会

２０
　
　

▼
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員

　
　
　

会

　

〜　

日

２１

２２

　
　

▼
総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

　
　

（
群
馬
県
太
田
市
・
東
京
都
杉

　
　
　

並
区
）

　

〜　

日

２８

２９

　
　

▼
民
生
文
教
常
任
委
員
会
行
政

　
　
　

視
察
（
東
京
都
品
川
区
・
稲

　
　
　

城
市
）

【　

月
】

１１
５
日
▼
代
表
者
会
議

　

日
▼
議
案
説
明
会

２６【　

月
】

１２
１
日
▼
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員

　
　
　

会

２
日
▼
全
体
協
議
会

　
　

▼
議
会
運
営
委
員
会

３
日
▼
本
会
議
（
定
例
会
第
１
日
）

　
　
　

決
算
議
案
処
理
、
提
案
説
明
、

　
　
　

委
員
会
付
託
等

６
日
▼
建
設
常
任
委
員
会

７
日
▼
民
生
文
教
常
任
委
員
会

８
日
▼
総
務
常
任
委
員
会

　

日
▼
議
会
運
営
委
員
会

１０
　

日
▼
本
会
議
（
定
例
会
第
２
日
）

１３
　
　
　

議
案
処
理
、
一
般
質
問

　

日
▼
議
会
運
営
委
員
会

１４
　
　

▼
本
会
議
（
定
例
会
第
３
日
）

　
　
　

一
般
質
問
、
議
案
処
理

　

日
▼
建
設
常
任
委
員
会

１５
　

日
▼
議
会
運
営
委
員
会

２１
　

日
▼
本
会
議
（
定
例
会
第
４
日
）

２２
　
　
　

各
常
任
委
員
長
報
告
、

　
　
　

討
論
、
採
決

１．１７あしやフェニックス基金条例を制定　

第１回定例会日程

　平成１７年第１回（３月）

定例会は、平成１７年２月

２５日（金）に招集され、３

月２５日（金）までの２９日間

で開催する予定です。

　日程については変更に

なることがありますので、

ご了承ください。

　『摂陽群談』（１７０１年）という本に「むかし、打
出村にお金持ちが住んでおり、ある小槌をもって
いました。この小槌はそれを打ちふるとなんでも
願いごとがかなえられるという宝物でした」と書
かれています。打出小槌の町名は、このような伝
説をもとにつけられたと思われます。小槌町のほ
かに翠ヶ丘・親王塚・楠・春日・大東・南宮・若
宮・浜・西蔵の１０町にも打出の地名がついていた

のですが、昭和４３年（１９６８）以来の住居表示制
度によって打出の字が取られていきました。し
かし、小槌町だけは「めでたくて縁起のいい町
名」を残したいとする地元の人びとの希望で、
現在の地名が残りました。

　　　　（『あしや子ども風土記
　　　　　　　　　芦屋の地名をさぐる』から）

震災から
１ ０ 年 民間活力

の 導 入


